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岬
だ
恥
階
葬
糞

軒

刊

第
５
回
　
定
期
総
会

発
足
以
来
総
会
は
親
睦
を
深
め
る
た

め
宿
泊
を
兼
ね
て
開
催
さ
れ
て
き
た
が
、

今
回
は
横
浜
市
内
で
日
帰
り
で
開
催
と

幹
事
会
で
方
針
を
決
め
た
。

折
し
も
開

催
中
の
横
浜
博
覧
会
に
花
を
添
え
る
た

め
、

寄
港
さ
れ
て
い
る
イ
ギ
リ
ス
の
豪

華
客
船

「
ク
イ

ン
エ
リ
ザ
ベ
ス
２
世

号
」
が
間
近
に
見
え
る
横
浜
市
港
湾
労

働
会
館
で
開
催
す
る
こ
と
に
な

っ
た
。

総
会
終
了
後
こ
の
船
を
見
て
い
た
だ

き
た
い
と
言
う
執
行
部
の
配
慮
で
出
航

を
３
日
後
に
ひ
か
え
た
６
月
２
日
に
昨

年
の
４．
名
を
上
廻
る
会
員
５２
名
の
出
席

を
得
て
開
か
れ
ま
し
た
。

横
山
善
助
幹
事

の
司
会
で
定
刻
開

会
、

あ
い
さ
つ
の
あ
と
議
長
選
出
に
入

り
、

幹
事
の
諸
星
ヒ
サ
子
氏
を
選
出
、

会
議
が
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

ま
ず
秦
代
表
幹
事
が
あ
い
さ
つ
に
立

ち
、

現
在
労
働
界
は
連
合
の
発
足
な
ど
、

転
機
を
迎
え
て
い
る
が
、

こ
の
動
き
は

「
こ
だ
ま
会
」
と
し
て
も
関
心
を
も

っ

て
見
つ
め
る
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、

退

職
者
に
も

っ
と
も
関
係
の
あ
る
年
金
間

題
で
今
、

年
金
者
組
合
が
発
足
の
準
備

を
進
め
て
い
る
こ
と
。
ま
た
、

こ
だ
ま

会
も
発
足
当
時
会
名
が
現
在
の
三
二
名

と
着
実
に
伸
び
て
き
て
い
る
こ
と
な
ど

『加
入
の
お
す
す
め
、

と

会
費
納
入
ご
案
内
』

「退
職
者
こ
だ
ま
会
」

へ
加
入
ご
希

望
の
方
に
は
、

規
約

・
入
会
申
込
書
、

会
費
振
込
用
紙
な
ど
お
送
り
し
ま
す
。

お
申
込
く
だ
さ
い
。

・
所

在

地

〒
柳
　
横
浜
市
中
区
本
町
四
の
三
七

神
奈
川
県
職
労
事
務
局
内

「退
職
者
こ
だ
ま
会
」
宛

（電
話
）
〇
四
五
合
一〇

一
と

一
一
一

（内
線
七
九
五
三
）

〇
四
五
含
二

一
こ
三

一
七
九

・
振
替
回
座

横
浜
銀
行
県
庁
支
店

普
通
預
金
田
座
番
号

人
七
八
、　

〓
二
九

神
奈
川
県
労
働
金
庫
本
店

普
通
預
金
口
座
番
号

〇
六
六
、

七
三
〇

な
お
、

ご
要
望
の
強
い
郵
便
振
替
口

座
は
現
在
開
設
申
請
中
で
す
。

・
会
費
関
係

ω
入

本本
金
　
一
、

○
○
○
円

０
終
身
会
賓
　
一
一〇
、

○
○
○
円

を
お
、

年
会
費
二
、

〇
〇
〇
円
も
あ
り

ま
す
。

に
言
及
さ
れ
た
。

●
県
職
労
、

松
本
中
央
執
行
委
員
長

（要
旨
）

国
会
で
年
金
改
悪
の
動
き
が
あ
る
。

こ
れ
に
ス
ト
を
か
ま
え
て
対
抗
す
る
予

（次
頁
へ
つ
づ
く
）

と  き  1989. 6.2

ところ 横 浜市中区海岸通り1-1

横浜市港湾労働会館
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（前
頁
か
ら
つ
つ
く
）

定
で
し
た
が
、

継
続
審
議
に
な
る
よ
う

で
す
。
と
く
に
、

支
給
開
始
の
年
齢
６５

才
等
は
今
後
の
私
連
の
問
題
で
あ
る
と

受
け
と
め
改
悪
阻
止
の
先
頭
に
立
ち
、

ま
た
、
リ
ク
ル
ー
ト
徹
底
糾
明

‘
消
費

税
廃
止
に
む
け
大
集
会
を
来
る
６
月
１１

日
に
予
定
し
て
い
る
の
で
皆
さ
ん
の
参

加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

●
県
職
労
　
米
山
荘
年
部
長

（要
旨
）

荘
年
部
も
す
ぐ
皆
様
と
同
じ
よ
う
に

な
る
立
場
に
あ
り
ま
す
。

今
日
の
総
会
の
論
議
を
参
考
に
さ
せ

て
い
た
だ
き
、

年
金
改
悪
阻
止
、

消
費

税
廃
止
等
皆
様
と
連
携
し
て
闘

っ
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

な
お
こ
の
ほ
か
、

現
業
の
岩
沢
委
員

長
か
ら
も
同
じ
趣
旨
の
激
励
の
あ
い
さ

つ
が
寄
せ
ら
れ
た
。

口田円‐‐口口］（会報第１３号参照）

１
、
１
９
８
８
年
度

一
般
経
過
報
告

ω
執
行
体
制
の
強
化

０
情
報
の
収
集
、

伝
達
の
充
実

脩
福
祉
厚
生
活
動

ω
関
係
団
体
と
の
交
流

・
集
会
参
加

０
ボ
ラ
ン
デ
ィ
ア
活
動

０
そ
の
他
会
員
の
加
入
状
況
等

以
上
に
つ
い
て
同
本
事
務
局
長
よ
り

内
容
に
つ
い
て
、

補
足
説
明
を
含
め
て

幹
事

同 同 同 同 同 同 同
官
任

報
告
さ
れ
た
。

２
、
１
９
８
９
年
度
決
算
報
告

今
年
度
は
年
会
員
よ
り
終
身
会
員
に

切
り
替
え
を
す
る
会
員
が
多
か

っ
た

旨
、

青
木
幹
事
か
ら
報
告
。

３
、
１
９
８
８
年
度
会
計
監
査
報
告

別
紙
資
料
に
そ
っ
て
田
中
監
事
よ
り

説
明
が
あ

っ
た
。

以
上
三
報
告
に
つ
い
て
議
長
よ
り
質

疑
応
答
の
旨
発
言
が
あ

っ
た
が
、

異
議

な
し
の
声
が
あ
り
、

以
上
三
報
告
は
全

員
拍
手
で
採
択
し
た
。

４
、
１
９
８
９
年
度
活
動
方
針
奏

児
玉
副
代
表
幹
事
よ
り
提
案
説
明

ω
情
報
の
収
集
、

会
報
の
発
行

０
慶
弔
共
済
の
導
入

０
団
体

・
個
人
の
活
動
促
進

そ
の
他
学
習
会
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
等
を
通
し
て
会
員
の
生
活
向
上
を
図

る
。
ま
た
、

慶
弔
共
済
に
つ
い
て
、
く

わ
し
く
説
明
が
な
さ
れ
終
身
会
員
に
つ

い
て
加
入
す
る
こ
と
が
承
認
さ
れ
た
。

５
、

青
木
幹
事
よ
り
予
算
提
案
説
明

以
上
い
ず
れ
も
全
員
拍
手
を
も

っ
て

採
択
さ
れ
た
。

１
９
８
９
年
度
役
員
体
制

代

表

幹

事

　

児
玉
欣

一
郎

副
代
表
幹
事
　
　
庄
司
　
一二
雄

同
　
　
　
　
諸
星
ヒ
サ
子

事

務

局

長

　

主同
木

　

武

）

幹

事

明
田
　
剛

一

上
野
多
恵
子

岡
本
　

一
一
一

小
山
　
藤
明

川
村
　
貞
夫

鈴
木
志
げ
子

日
比
野
貞
美

横
山
　
善
助

阿
部
　
淑
子

同
　
　
　
　
串
田
　
　
洋

同
　
　
　
　
奏
　
謙
治
郎

会

計

監

査

　

本
田
　
安
親

同
　
　
　
　
田
中
　
英
子

以
上
の
と
お
り
新
役
員
に
よ
る
執
行

体
制
が
承
認
さ
れ
た
。

横
山
幹
事
の
閉
会
あ
い
さ
つ
に
よ
り

盛
会
の
う
ち
に
終
了
。

（明
田
　
記
）

（注
）新
役
員
の
紹
介
に
つ
い
て

改
選
に
な

っ
た
新
し
い
役
員
は
、

県

職
員
の
層
の
厚
さ
を
反
映
さ
せ
、

い
ろ

い
ろ
な
特
技
、

趣
味
、

及
び
各
分
野
で

の
専
門
の
方
な
ど
巾
広
く
候
補
者
を
求

め
、

就
任
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

い
ず
れ
、

会
報

へ
の
執
筆
を
お
願
い

し
、

そ
の
と
き
、

そ
の
役
員
の
プ
ロ
フ

ィ
ル

（横
顔
）
や
抱
負
な
ど
紹
介
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

今
回
は
親
近
感
を

持

っ
て
い
た
だ
き
た
く
、　

一
応
３
役
の

写
真
を
の
せ
ま
し
た
。

）

今
回
は
日
帰
り
、

横
浜
市
内
で
、
と

幹
事
会
で
内
定
し
た
が
さ
あ
ど
う
な
る

で
し
ょ
う
か
。
と
幹
事

一
同
、

心
配
し

た
も
の
で
す
。

会
場
は
、

生
産
商
品
は
、

と
考
え
ご
吉
労
な
さ

っ
た
の
を
、

児
玉

さ
ん
が
、

港
湾
会
館
、

図
書
券
、

ビ
ー

ル
と
ジ

ュ
ー
ス
茶
菓
の
詰
合
わ
せ
と
提

案
決
定
、

当
日
の
快
晴
を
祈
る
ば
か
り

開
会
ゴ
ー
サ
イ
ン
と
な

っ
た
。

当
日
は
快
晴
、

ク
イ
ー
ン
エ
リ
ザ
ベ

ス
号
も
港
内
の
さ
ざ
波
に
白
い
船
体
を

ど

っ
し
り
と
載
せ
揺
る
が
ぬ
威
容
を

誇

っ
て
お
り
、

判
り
に
く
い
と
思
わ
れ

（次
頁
下
段
へ
つ
づ
く
）

庄司目1代表幹事    児 玉代表幹事

青木事務局長
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第5回 定期総会スナップ …………絡会会場にて

あ
い
さ
つ
を
す
る
新
役
員

代
議
員
の
み
な
さ
ん

今
度
の
総
会
に
出
席
の
会
員
は
五
二

名
、

で
男
性
三
四
名
女
性

一
人
名
で

あ

っ
た

。

こ

の

つヽ
ち

、

ア

ン
ケ

ー
ト
を

提
出
さ
れ
た
男
性
二
〇
名
、

女
性

一
七

名
で
あ

っ
た
が
、

前
役
員
男
性
約
八
名

が
執
行
部
席
に
い
た
の
で
立
場
上
提
出

で
き
な
か
っ
た
め
実
質
的
に
は
、

男
性

八
六
％
、

女
性
九
九
％
と
い
う
高
確
率

と
み
て
よ
い
と
思
う
。

以
下
そ
の
内
容
を
要
集
約
し
、

併
せ

て
今
後
の
当
会
の
運
営
上
の
貴
重
な
ご

意
見
と
し
て
積
極
的
に
取
り
上
げ
て
み

た
い
と
思
う
。

（設
問

一
）

現
在
ま
で
に

「
退

職
者
こ
だ
ま
会
」
が
行
な

っ
て

き
た
こ
と
に
つ
い
て

竹

ょ

か

っ
た

こ
と

は
ど

ん
な

こ
と

で
す

か

，
の
回
答
で
は
、

圧
倒
的
に
当
会
報
に

よ
る
年
金
な
ど
の
情
報
に
対
す
る
評
価

が
高
く
回
答

の
約
八
割
を
占
め
て
い

る
。

次

い
で
、

キ
メ
の
細
か
い
事
業
な

ど
の
連
絡
、

宿
泊
を
兼
ね
た
総
会
と
行

事
、

九

・
一
五
高
齢
者
集
会
な
ど

へ
の

会
員
参
加
が
評
価
さ
れ
て
い
る
。

（次
頁
上
段
へ
つ
づ
く
）

（前
貫
下
段
か
ら
つ
づ
く
）

た
会
場
に
も
続
々
と
会
員
が
詰
め
掛

け
、

予
定
の
方
の
中
、

二
、

二
の
方
が

欠
席
さ
れ
た
が
、

出
席
者
工
二
名
横
浜

市
内
二
五
名
以
外
二
七
名
、

当
日
新
加

入
も
あ
り
都
内
、

町
日
、

南
足
柄
、

小

田
原
と
遠
方
か
ら
も
ご
参
加
し
て
頂

き
、

議
事
は
諸
星
幹
事
の
円
滑
な
議
長

運
営
に
よ
リ
ス
ム
ー
ズ
に
進
行
し
、

役

員
紹
介
で
終
了
し
、

ア
ン
ケ
ー
ト
の
回

収
を
し
て
三
々
五
々
散
会
と
な
り
ま
し

た
。当

日
は
二
十
年
近
く
お
逢

い
し
な

か

っ
た
友
人
に
進

い
、

当
時
か
ら
の

方
々
と
あ
れ
こ
れ
の
近
況
交
換
に
花
が

咲
き
、

若
き
日
の
思
い
出
に
深
い
感
慨

を
禁
じ
ま
せ
ん
で
し
た
。
ま
た
、

お
読

み
に
な

っ
た
雑
誌
有
益
記
事
を
会
報
編

集
の
参
考
に
と
わ
ざ
わ
ざ

コ
ピ
ー
し
て

お
持
ち
頂
く
方
と
か
、

こ
だ
ま
会
の
発

展
に
お
力
添
え
く
だ
さ
る
会
員
の
方
々

の
発
言
等
、

活
発
な
集
会
で
あ
り
ま
し

た
。当

会
発
足
以
来
代
表
と
し
て
、

ご
尽

力
頂
い
た
奏
謙
治
郎
氏
が
退
任
さ
れ
た

た
め
、

児
工
副
代
表
幹
事

ヘ
バ
ト

ン

タ
ッ
チ
。

児
玉
氏
は
か

つ
て
は
県
職
厚

生
部
の
財
政
再
建
に
当
り
、

ま
た

「退

職
者
か
も
め
会
」
の
副
代
表
と
し
て
二

期
六
年
間
参
画
、

そ
し
て
当
会
の
発
足

以
来
会
報
編
集
、

幹
事
会
の
推
進
役
と

（次
頁
下
段
へ
っ
づ
く
）

第
五
回
定
期
総
会
で
実
施
し
た

会
員

の
ア

ン
ケ
ー
ト
か
ら
…

（集
計
要
約
）
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ま
た
福
祉
関
係
で
は
、

全
労
済
の
火

災
共
済

へ
の
加
入
な
ど
の
当
会
の
事
務

へ
の
評
価
が
高
い
の
が
目
立
っ
た
。

以
上
は
男
女
と
も
ほ
ぼ
同
じ
比
率
で

あ
る
が
、

女
性
の
場
合
は
こ
の
外
、

女

性
ら
し
く
、

旧
友
に
再
会
で
き
る
機
会

が
出
来
た
こ
と
、

及
び
、

在
職
中
と
は

異
な
り
上
下
の
差
別
感
が
な
く
な
っ
た

の
が
よ
く
、

ま
た
当
会
は
そ
の
よ
う
に

指
導
さ
れ
て
い
る
こ
と

へ
の
好
感
が
評

価
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

口
悪
い
と
思
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た

ら
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

こ
の
回
答
は
の
に
比
し
極
め
て
回
答

が
少
な
く
、

遠
慮
さ
れ
て
い
る
の
か
も

知
れ
な
い
と
思
っ
た
。

回
答
の
主
な
も
の
は
、

ｔａ＞
今
回
の
総

会
に
出
席
し
て
み
て
労
組
の
大
会
の
よ

う
な
と
こ
ろ
が
あ
る
。

例
え
ば

一
部
の

人
の
み
の
発
言
が
目
立
ち
感
心
で
き
な

い
。
も
っ
と
気
軽
に
発
言
で
き
る
よ
う

な
雰
囲
気
の
総
会
で
あ
っ
て
ほ
し
い
。

ま
た
講
習
会
や
趣
味
の
会
が
な
い
こ
と

へ
の
不
満
、

地
域
別
支
部
の
組
織
づ
く

り
、

な
ど

へ
の
希
望
が
あ
っ
た
。

そ
れ
と
、

も
っ
と

「
退
職
者
こ
だ
ま

会
」
の
Ｐ
Ｒ
を
積
極
的
に
し
て
、

加
入

者
の
増
加
を
の
ぞ
ん
で
い
る
。

２
、

今
回
の
総
会
は
日
帰
り
で

す
が
、

今
後
の
結
会
の
あ
り

方
に

つ
い
て
の
設
間
で
は

的
今
後
と
も
日
帰
り
で
よ
い
…
…
が
男

性
で
五
〇
％
女
性
六
〇
％
と
過
半
数
を

占
め
て
い
る
。

口

一
部
経
費
負
担
し
て
も
宿
泊
を
兼
ね

た
総
会
を
希
望
す
る
。

の
回
答
で
は
男
性
の
約
四
割
、

女
性

約
二
割
が
希
望
し
て
い
て
、

二
十
三
年

に

一
回
程
度
宿
泊
付
総
会
希
望
の
方
も

目
立
つ
。

３
、
「
こ
だ
ま
会
」

の
事
業

に
望

む
種

目

に

つ
い
て

の
回
答
で
は
、

＜ａ＞
講
習
会
で
は
、

年

金
、

次
い
で
保
健
問
題
の
希
望
が
圧
倒

的
で
そ
の
他
な
く
、

ω
趣
味
で
は
、

旅

行
希
望
が
男
女
と
も
過
半
数
を
超
え
次

い
で
自
然
探
索
、

書
画
、

調
理
な
ど
の

順
に
な
っ
て
い
る
。

意
外
な
こ
と
に
カ

ラ
オ
ケ
希
望
が
な
か
っ
た
。
こ
れ
は
独

り
で
も
、

ど
こ
で
も
出
来
る
か
ら
か
も

知
れ
な
い
。

４
、

全

労
済

の
共
済

事

業

に

つ

い
て
は

竹
加
入
さ
れ
て
い
る
も
の
、

で
は
、

火
災

共
済
に
は
男
性
で
七
割
、

女
性
五
割
が

加
入
、

次
い
で
生
命
共
済
は
男
女
と
も

約
二
割
加
入
と
い
う
回
答
で
あ
っ
た
。

い
こ
れ
か
ら
の
加
入
さ
れ
る
も
の
と
で

は
、

火
災
共
済
は
殆
ん
ど
な
く
生
命
共

済
は
男
女
と
も
二
～
三
割
程
度
と
見
受

）

け
ら
れ
る
。

最
後
に

５
そ

の
他
希
望
ご

意
見

で
は

全
般
的
に
当
会
に
は
好
意
的
で
、

今

後
と
も
会
が
発
展
し
、

世
話
を
し
て
ほ

し
い
こ
と
。交

流
の
場
を
年
二
～
三
回
、

ま
た
趣
味
の
会
の
発
足
な
ど
、

孤
独
か

ら
の
開
放
事
業
を
、

と
く
に
女
性
に
お

い
て
積
極
的
な
の
が
印
象
的
で
あ
っ

た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（庄
司
）

（前
頁
下
段
か
ら
つ
づ
く
）

し
て
、

は
た
ま
た
労
金
、

全
労
済
、

上

部
団
体
と
の
連
絡
な
ど
の
活
動
を
頂
き

代
表
幹
事
と
し
て
適
任
者
、

こ
こ
に
秦

氏
の
労
を
深
謝
し
、

児
玉
新
代
表
を
中

心
に
幹
事

一
同
も
、

会
員
各
位
の
親
睦

と
福
祉
の
増
進
、

生
活
の
向
上
に
ま
い

し
ん
出
来
る
事
と
信
じ
ま
す
。
と
は
い

え
会
員
皆
様
の
ご
支
援
、

ご
鞭
撻
が
絶

対
必
要
で
宜
し
く
ご
協
力
下
さ
る
よ
う

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

（岡
本

一
二
）

「退
職
者
こ
だ
ま
会
」

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

～
使
用
ず
み
古
切
手
を
ア
ジ
ア
の

貧
し
い
子
供
達
の
医
療
に
′

―
第
四
回
分
送
付
―

当
会

の
活
動
方
針
の

一
つ
で
あ

る
、

使
用
ず
み
切
手
協
力
、

ポ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
は
三
年
目
を
迎
え
る

が
、

去
る
六
月
十
六
日
、

各
方
面
ヘ

も
呼
び
か
け
て
集
め
ら
れ
た
古
切
手

を
、

東
京
、

西
早
稲
田
の
働
日
本
キ

リ
ス
ト
教
海
外
医
療
協
力
会
へ
大
袋

一
杯
届
け
る
こ
と
が
で
き
た
。

全
国
か
ら
集
め
ら
れ
た
使
用
済
切

手
は

一
九
六
四
年
以
来
、

延
、

数
百

万
人
か
ら
十
七
億
枚
を
越
え
、

ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
方
々
の
手
で
整
理
、

切

手
収
集
家
の
協
力
で
換
金
さ
れ
、

こ

の
二
十

一
年
間
に
二
億
二
十
万
円
に

も
な
り
、

ア
ジ
ア
の
恵
ま
れ
ぬ
人
と

の
、

医
療
の
た
め
使
わ
れ
て
い
る
。

使用ずみの切手は、ポランティア活動のご婦人が
交代で毎日区分け整理されてゆく (6月 16日掘影)
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ベルシ中ライフ〔め

上 野 多 恵 子

～成人病予防のためのQ&A～

いきいき
近
頃
太
り
気
味
で
医
師
か
ら
は
血
圧

が
高

い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

食
事
に

は
随
分
気
を
つ
け
て
い
る
つ
も
り
で
す

が
、

な
か
な
か
や
せ
ら
れ
ま
せ
ん
。
ど

ん
な
点
を
注
意
し
た
ら
良
い
で
し
ょ
う

か
。
と
い
う
質
問
を
よ
く
受
け
ま
す
。

街
に
は
食
物
が
あ
ふ
れ
、

お
い
し
そ

う
な
香
り
、

味
が
私
た
ち
の
食
欲
を
そ

そ
り
ま
す
。

嗜
好
の
お
も
む
く
ま
ま
に

好
き
な
も
の
を
好
む
時
に
食
べ
て
い
れ

ば
大
る
の
は
当
然
。

特
に
走
年
を
過
ぎ

に
っ
と
し
て
、

あ
る
い
は
長
い
間
の
習

慣
が
ポ
ツ
ン
と
切
れ
た
心
の
ひ
ず
み
か

）

ら
、

つ
い
つ
い
間
食
に
手
が
の
び
る
。

あ
な
た
が

一
日
食
べ
た
も
の
を
す
べ
て

書
き
と
め
て
見
る
と
、

こ
ん
な
に
も
食

べ
て
い
た
の
か
と
篤
か
さ
れ
る
こ
と
に

気
が
つ
き
ま
す
。

食
べ
過
ぎ
な
い
よ
う

に
す
る
こ
と
が
ま
づ
必
要
で
す
。

肥
満
大
敵
―
太
る
と
ど
ん
な
病

気
に
な
り
ま
す
か
―
―

厚
生
省
の
調
査
結
果
を
見
て
み

ま
し
ょ
う
。

肥
満
度
と
最
近
二

～
三
年
以
内
に
か
か
っ
た
病
気
と
の
関

連
を
見
る
と
、

肥
満
者
は
、

そ
う
で
な

い
人
と
比
べ
て
み
て
、

高
血
圧
で
は
約

二
倍
、

心
臓
病
、

糖
尿
病
で
は
約
二
倍

の
発
現
率
と
な

っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

腰
痛
、

一肩
腕
症
候
群
も
肥
満
者
ほ
ど
多

い
と
い
う
の
で
、

ま
さ
に
肥
満
大
敵
で

す
。（

】
　
標
準
体
重
っ
て
ど
れ
位
？

２
　
標
準
体
童
の
出
し
方
に
は
い
ろ

▲
〔
　
い
ろ
な
方
法
が
あ
り
ま
す
が
、

一
般
的
に
は
身
長

一
六
〇
伽
以
上
で
は

（Ｗ
加
谷
己
Ｉ
Ｓ
ｅ
×
Ｐ
ｏ
で
五
四
ｋ９
。

一
五
〇
伽
以
下
で
は

（Ｗ
加

（目
）
―

］８
）
で
五
Ｏ
ｋ９
と
い
う
式
が
使
わ
れ

一
〇
％
以
上
超
過
す
る
と
肥
満
症
と
さ

れ
て
い
ま
す
。

健
康
の
第

一
歩
は
自
分

の
体
重
に
関
心
を
持
つ
こ
と
か
ら
は
じ

ま
り
ま
す
。

）

少
し
で
も
や
せ
よ
う
と

一
日
二

食
に
し
て
い
ま
す
が
―
―

朝
食
を
抜
く
な
ど
欠
食
を
す
る

と
か
え

っ
て
大
り
ま
す
。
こ
れ

も
厚
生
省
の
調
査
な
ん
で
す
が
、

欠
食

し
が
ち
な
者
は
そ
の
か
わ
り
に

一
回
に

食
べ
る
量
が
多

い
と
い
う
事
に
な
り
、

男
女
と
も
欠
食
者
の
方
に
肥
満
者
が
多

く
な

っ
て
い
ま
す
。

食
べ
た
り
食
べ
な

か

っ
た
り
、

だ
ら
だ
ら
食
べ
た
り
は
よ

く
あ
り
ま
せ
ん
。
き
ま

っ
た
時
間
に
食

べ
ま
し
ょ
う
。

ダ
イ
エ
ッ
ト
食
の
コ
ツ
を
教
え

て
下
さ
い
。―
―

あ
な
た
が

一
番

エ
ネ
ル
ギ
ー
を

Al Ql

A3Q3

杯
ん
１

さ

る

だ

そ

実

み

A4Q4

９
９

（次
頁
へ
つ
づ
く
）

ほうれた車
ごま酎和え
しようゆ」ヽさじ%

①

Ｏ

①

ちょっとした工夫で減らせる食塩
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（前
頁
か
ら
つ
づ
く
）

と
り
す
ぎ
て
い
る
と
思
う
食
品
を
さ
が

し
て
見
て
下
さ
い
。

天
プ
ラ
、

油
炒
め
、

ス
テ
ー
キ
等
脂
防

の
多

い
食
品

や
料

理
、

問
食
、

お
某
子
、

ジ

ュ
ー
ス
、

お

酒
等
々
食
べ
過
ぎ
て
い
ま
せ
ん
か
。
ご

は
ん
小
ぶ
り
の
お
茶
わ
ん
に
軽
く
半
杯

の

エ
ネ

ル
ギ
ー
は
、

八
〇
キ

ロ
カ

ロ

リ
ー
で
す
が
、

こ
れ
と
同
じ

エ
ネ

ル

ギ
ー
は
、

植
物
油
、

バ
タ
ー
な
ら
大
匙

軽
く

一
杯
、

砂
糖
な
ら
大
匙
二
杯
、
ビ
ー

ル
大
≡
本
、

シ

ュ
ー
ク
リ
ー
ム
小
ｌ
ヶ

と
な
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
食
品
に
気
を

つ
け
ま
し
ょ
う
。

特
に
油
は

エ
ネ

ル

ギ
ー
が
多

い
の
で
、

量
に
気
を

つ
け
る

と
共
に
、

動
物
性
脂
肪
は
悪
玉
コ
レ
ス

テ
ロ
ー
ル
を
増
や
し
、

動
脈
硬
化
を
進

め
ま
す
の
で
、
リ
ノ
ー
ル
酸
の
多

い
植

物
油
を
使
い
ま
し
ょ
う
。

（」一曲都時抑巾焼降はぅにいわ

ＡＡ５
韓脳拘確，こりつすぱ朋げ錦加粧

障院皮競皮部鋼紛雌打れい鋼期的

し一瑚十℃御湖い雌寸能諦４緋期離

覇
駒嘔蜂評
額
製

‰

勝出匁ルめ．ｔこぅ輩静胸鮒卿賊附ゲ輔
の

・
焼
き
も
の

。
炒
め
も
の
等
の
方
が

塩
分
が
少
な
く
て
す
む
。
し
ゅ
う
ゆ
や

ツ
ー
ス
を
、

や
た
ら
に
か
け
な
い
。

な

ど
な
ど
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

肥
満
に
は
運
動
が
良

い
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
が
―
―

健
康
づ
く
り
の
要
素
、

そ
れ
は

栄
養
、

運
動
、

休
養
こ
の
三
つ

の
バ
ラ
ン
ス
を
と
る
こ
と
で
す
。

バ
ラ

ン
ス
の
と
れ
た
食
事
、

適
度
な
運
動
、

通
度
な
休
養
と
い
う
こ
と
が
、

成
人
病

を
防
ぐ
大
き
な
柱
に
な
り
ま
す
。

誰
に

で
も
出
来
る
運
動
、

そ
れ
は
な
く
と
い

う
事

で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

胸
を

は
っ
て
背
骨
を
し
ゃ
ん
と

の
ば
し

て

サ

ッ
サ

ッ
と
歩
く
。

老
化
は
足
か
ら
と

い
う
言
葉
が
あ
り
ま
す
。

足
が
お
と
ろ

え
る
と
老
化

の
速
度
が
は
や
ま
り
ま

す
。

動
か
な
け
れ
ば
、

使
う
カ
ロ
リ
ー

が
少
な
い
の
で
、

摂
取
し
た
カ
ロ
リ
ー

が
余
り
ま
す
。

つ
ま
り
肥
満
に
つ
な
が

る
と
い
う
わ
け
で
す
。　

一
日
に
二
〇
〇

キ
ロ
カ
ロ
リ
ー
程
度
の
運
動
を
す
る
こ

と
が
望
ま
し

い
と

い
わ
れ
て
い
ま
す

が
、

二
〇
〇
キ
ロ
カ
ロ
リ
ー
に
相
当
す

る
運
動
量
は
、

普
通
の
速
度
で
歩
い
て

約
六
〇
分
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

（管
理
栄
養
士

・
当
会
常
任
幹
事
）

０
当
会
役
員
の
プ
ロ
フ
ィ
ル
（横
顔
）紹
介

こ
の

「
い
き
い
き

　
ヘ
ル
シ
ー
ラ
イ
フ
」
の

連
載
を
お
願
い
す
る
上
野
多
恵
子
さ
ん
は
　
栄

養
専
門
家
と
し
て
よ
く
知
ら
れ
て
お
る
方
で

す
。

巾
広
い
人
材
を
求
め
て
の
方
針
に
よ
っ
て

当
退
職
者
こ
だ
ま
会
の
常
任
幹
事
に
就
任
を
お

願
い
し
ま
し
た
。

在
職
中
は
衛
生
部
の
本
庁
や
現
場
を
歴
任
さ

れ
た
あ
と
、

労
働
部
に
移
り
、

昭
和
５８
年
退
職

さ
れ
ま
し
た
。

（趣
味
）
旅
行
、

読
書
、

音
楽
観
賞

A6Q6

…         ● 医者 のかか り方

▼
枚
急
車
は
、

夜
中
の
急
病
人
、

交
通
事
技

に
あ
っ
た
時
、

ま
た
、

外
出
中
に
ケ
ガ
や
心

険
な
ど
の
発
作
が
起
き
た
り
、

産
気
づ
い
た

よ
う
な
場
合
に
利
用
し
ま
す
。

▼
方
法
は
、

局
番
な
し
の
一
一
九
き
で
、
「救

息
車
を
お
願
い
し
ま
す
」
と
告
げ
、

仁
所
、

氏
名
、

道
順
、

現
在
の
忌
者
の
状
態
、

交
通

事
故
な
ど
の
場
合
は
、

ケ
ガ
人
の
数
を
要
領

よ
く
伝
え
ま
す
。

▼
救
急
車
が
来
る
と
、

患
者
の
病
気
、

ケ
ガ

の
状
態
に
よ
り
応
急
措
置
を
し
て
、

患
者
を

担
架
で
車
に
移
し
、

で
き
る
だ
け
近

い
救
急

）

指
定
病
院
に
運
び
ま
す
。

▼
そ
の
間
、

消
防
署
と
も
連
絡
を
と
り
、

病

院
の
空
ベ
ッ
ド
の
有
無
や
治
療
可
能
か
ど
う

か
の
連
絡
を
と
り
な
か
ら
行
く
の
で
す
が

そ
の
時
の
状
況
に
よ
っ
て
は
、

故
急
指
定
病

院
以
外
の
病
院
に
運
ぷ
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

▼
自
分
の
知
っ
て
い
る
病
院
を
希
望
す
る
場

合
は
、

同

一
の
地
域
内
で
あ
れ
ば
運
ん
で
も

ら
え
ば
よ
く
、

病
院
が
遠
す
ぎ
た
り
、

希
望

が
い
れ
ら
れ
な
い
場
合
は
、　

一
応
、

救
急
病

院
に
入
っ
て
手
当
て
を
受
け
、

そ
の
あ
と
で

医
者
と
相
談
を
す
れ
ば
よ
い
で
し
ま
孔

救
急
車
を
呼

ぶ
と
き
は
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十
月
か
ら
の
年
金
額
ア
ッ
プ
、

四
月
に
繰
り
上
げ
実
施
、

支
給
は
十
月
以
降

）

～
年
全
生
活
の
実
感
を
政
治

・
行
政
の
場
へ
反
映
を
～

）

元
年
度
の
年
金
改
定
に
つ
い
て
と
し
て
　

議
さ
れ
る
の
で
、

少
し
で
も
早
く
、　

一

若
千
内
容
が
記
載
さ
れ
て
い
る
の
で
読

　

人
で
も
多
く
地
元
国
会
議
員
に
対
し
ハ

ま
れ
る
と
よ
い
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ガ
キ
要
請
で
、

さ
ら
に

一
層
の
年
金
ア

そ
し
て
、

こ
の
機
会
に
お
願
い
し
た

　

ッ
プ
率
の
獲
得
の
た
め
、

是
非
あ
な
た

い
こ
と
は
、

こ
の
法
案
は
こ
れ
か
ら
審

　

の
為
に
も
実
行
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

前
述
の
と
お
り
現
在
継
続
審
議
中
の
　

ほ
っ
て
繰
上
げ
支
給
さ
れ
る
の
で
、　

一

年
全
法
案
が
、

十
月
分
か
ら
の
賃
金
ス
　

時
的
に
、

約
六
ヶ
月
分
の
ス
ラ
イ
ド
の

ラ
イ
ド
見
込
三

・
六
％
が
四
月
に
繰
上

　

増
額
分
が
支
給
さ
れ
る
わ
け
で
、

こ
れ

げ
る
と
の
政
府

。
自
民
党
の
修
正
提
案

　

以
降
の
生
計
を
考
え
て
使
わ
な
い
と
、

を
盛
り
込
ん
で
審
議
さ
れ
る
が
、

先
の
　

十
月
以
降
は
、

現
行
の
年
金
支
給
は
年

参
議
院
選
挙

で
野
党
が
圧
勝
し
た
た

　

四
回
、

三
ヶ
月
づ

っ
を
ま
と
め
て
二

，

め
、

更
に
年
金
ス
ラ
イ
ド
の
上
積
み
の
　

五

・
八
　
十

一
の
各
月
で
ぁ
る
が
、

十

修
正
要
求
が
で
れ
ば
、

十
月
以
降
に
可

　

月
か
ら
は
年
六
回

（偶
数
月
）
に
分
け

決
が
さ
ら
に
ズ
レ
込
む
こ
と
も
考
え
ら

　

て
二
ヶ
月
分
づ

つ
支
給
さ
れ
る
か
ら
、

れ
る
。　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
注
意
さ
れ
て
お
か
れ
る
と
よ
い
。

い
づ
れ
に
し
て
も
、

四
月
に
さ
か
の

　

（会
報
第
１２
号
参
照
）

案
外
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
ｒｒ

公
的
年
金
受
給
者

へ
の

国
民
健
康
保
険
税

（料
）
値
上
げ

へ
の
動
き

公
的
年
金
の
雑
所
得
移
行
に
よ
る
制
度
間
矛
盾
露
見
／

１
広
島
県
尾
道
退
職
者
会
が
発
見
・
具
体
的
事
実
指
摘

前
号
で
本
年
度
の
年
金
ア
ッ
プ
に
つ

い
て
、

物
価
ス
ラ
イ
ド

（四
月
）
○

】

七
％
、

こ
れ
に
五
年
毎
に
行
わ
れ
る
年

金
財
政
再
計
算

（年
金
財
政
の
収
支
等

に
つ
い
て
将
来

へ
の
展
望
を
含
め
て
再

検
討
）
分
、

い
わ
ゆ
る
見
直
し
分
賃
金

ス
ラ
イ
ド

（
一
〇
月
）
三

・
六
％
ア
ッ

プ
を
予
定
し
、

こ
れ
に
伴
う
法
案
を
去

る
二
月
二
十
九
日
に
国
会
に
提
出
し
た

こ
と
は
前
号
で
既
報
の
と
お
り
で
、

と

く
に
、

物
価
ス
ラ
イ
ド
は
当
初
五
％
で

あ

っ
た
と
こ
ろ
、

関
係
省
庁
の
強
い
抵

抗
で
三

・
六
％
に
引
き
下
げ
ら
れ
、

こ

れ
に
対
し
て
、

全
国
の
退
職
者
会
が
呼

応
し
て
、

皆
さ
ん
に
も
国
会
議
員
に
対

す
る
ハ
ガ
キ
請
願
を
お
願
い
し
た
こ
と

は
、

ご
承
知
の
と
お
り
で
あ
る
。

こ
れ
に
対
す
る
反
応
、

効
果
は
勿
論

相
当
の
も
の
で
あ

っ
た
と
評
価
さ
れ
る

が
、

今
回
の
四
月
に
操
上
げ
に
な

っ
た

背
景
に
は
、

政
府
、

自
民
党
が
、

新
潟

・

福
岡
等
に
お
け
る
国
会
議
員
柿
欠
選
挙

の
大
敗
結
果
に
よ
る
危
機
感
と
、

消
費

税
の
年
金
生
活
等
、

弱
者
に
対
す
る
逆

進
性
の
批
判
を
緩
和
す
る
た
め
六
月
二

十
八
日
今
後
の
選
挙
対
策
を
兼
ね
て
発

表
し
た
も
の
で
あ
る
。

そ
れ
に
し
て
も
、

な
ん
と
政
治
感
覚

の
お
粗
末
な
こ
と
か
。　

一
文
惜
し
み
の

百
両
失
い
と
云
う
べ
き
か
。

い
や
い
や

乍
ら
の
年
金
支
給
姿
勢
は
、

ど
う
せ
支

給
な
ら
気
持
よ
く
支
給
す
れ
ば
よ
い
の

に
と
思
う
。

結
果
は
焼
石
に
水
、東

京
都
議
選
は
自

民
党
の
大
敗
と
終
り
、選

挙
対
策
と
し
て

の
効
果
は
、

都
議
選
は
勿
論
、七

月
二
十

三
日
の
参
議
院
選
挙
に
も
効
果
は
な
か

っ
た
の
で
あ
る
。
＞」
の
と
こ
ろ
、年

金
生

活
者
の
政
治
的
関
心
の
高
ま
り
と
と
も

に
各
政
党
と
も
年
金
生
活
者
を
無
視
で

き
な
く
な

っ
て
い
る
こ
と
は
喜
ば
し
い
。

な
お
、

先
日
八
月
の
共
済
年
金
支
給

通
知
書
と
共
に
同
封
さ
れ
て
い
る
資
料

「年
金
受
給
者
だ
よ
り
」
に
は
、

平
成

既
報
の
と
お
り

（当
会
報
第
９
号
８

頁
及
び
第
１１
号
８
頁
参
照
）
昭
和
６３
年

度
か
ら
税
制
改
正
に
よ
り
公
的
年
金
は

給
与
所
得
か
ら
雑
所
得
に
扱
い
が
変
更

に
な

っ
た
が
、
＞」
の
ま
ま
放
置
す
れ
ば
、

本
年
四
月
以
降
、

公
的
年
金
受
給
者
で

あ
る
こ
と
で
、

国
民
健
康
保
険
税

（料
）

が
大
幅
に
引
き
上
げ
ら
れ
る
危
険
が
あ

る
の
で
は
」
と
の
指
摘
が
、

広
島
県
尾

（次
頁
へ
つ
づ
く
）
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（前
頁
か
ら
つ
づ
く
）

道
退
職
者
会
か
ら
６３
年
７
月
に
、

全
日

本
自
治
体
退
職
者
会

に
連
絡
が
あ

っ

た
。
こ
れ
は
全
国
退
職
者
会
の
中
で
の

見
事
な
成
果
と
い
え
よ
う
。

全
日
本
自
治
体
退
職
者
会
で
は
、

こ

の
指
摘
を
受
け
調
査
、

分
析
し
た
結
果
、

国
保
税

（料
）
の
算
定
方
式
に
よ
っ
て

は
、

指
摘
の
通
り

「自
動
値
上
げ
」
の

被
害
を
受
け
る
人
々
が
、

国
保
税

（料
）

の
う
ち

「
た
だ
し
書
方
式
」
運
用
の
市

町
村

（全
国
の
約
九
八

・
四
％
）
に
居

住
す
る
公
的
年
金
受
給
者
に
及
ぶ
こ
と

が
懸
念
さ
れ
た
。

こ
の
よ
う
な
雑
所
得
に
移
行
に
伴
う

不
合
理
を
正
す
た
め
、

全
日
本
自
治
体

退
職
者
は
全
国
高
齢
者
、

退
職
者
連
絡

協
議
会
に
も
問
題
を
提
起
し
、

厚
生
、

自
治
両
省
関
係
部
局
と
数
次
に
わ
た
る

交
渉
と
、

自
治
体
退
職
者
会
の
九
山
事

務
局
長
が
、

自
ら
の
体
験
を
も
と
に
、

「年
金

〓
恩
給
生
活
者
だ
け
が
不
合
理

に
増
税
と
な
る
」
と
の
朝
日
新
聞

へ
の

投
書
が
全
国
的
な
反
響
を
呼
び
、

衆
議

院
税
制
特
別
委
員
会
に
お
け
る
野
党
議

員
の
厳
し
い
追
及
に
発
展
、

首
相
の
「十

分
に
協
議
す
る
課
題
と
認
識
す
る
」
と

の
答
弁
を
引
き
出
し
た
の
で
あ
る
。
こ

れ
を
受
け
て
政
府
は
、

地
方
税
改
正
法

案
を
今
国
会
に
提
出
し
、

被
害
の
多
い

６５
才
以
上
の

一
部
受
給
者
に
対
し
特
別

控
除
を
設
け
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。

国
民
健
康
保
険
税

（料
）
の
複
雑
さ
―

折
角
の
機
会
な
の
で
、

私
な
り
の
調

査
で
補
足
す
れ
ば
、

そ
も
そ
も
市
町
村

に
よ
っ
て
保
険
税
と
か
保
険
料
と
か
呼

び
名
の
果
な
る
の
は
、

保
険
税
は
地
方

税
法

（第
七
〇
三
条
）
を
適
用
し
、

保

険
料
は
、

国
民
健
康
保
険
法

（第
八

一

条
）
を
適
用
し
た
た
め
、

便
宜
的
に
呼

称
を
変
え
た
だ
け
で
、

共
に
そ
の
加
入

者
に
課
す
る
任
意
の
目
的
税
で
、

税
の

一
種
で
あ
る
こ
と
に
は
変
わ
り
な
い
。

強
い
て
云
え
ば
、

税
の
場
合
は
中
小
市

町
村
の
場
合
は
納
税
意
識
を
高
め
る
た

め
税
と
い
う
名
称
を
強
く
か
か
げ
、

大

都
市
に
多

い
保
険
料
の
呼
び
方
は
、

社

会
保
障
的
印
象
を
出
し
、

ソ
フ
ト
な
感

じ
を
表
現
し
た
と
も
い
え
る
。

そ
し
て
課
税
に
つ
い
て
は
、

世
帯
単

位
で
世
帯
主
に

一
括
賦
課
し
、

世
帯
主

及
び
被
保
険
者
の
各
人
ご
と
に
所
得
割

額
、

資
産
割
額
、

被
保
険
者
均
等
割
を

算
定
し
、

更
に
世
帯
別
平
均
割
額
を
合

算
合
計
額
が
賦
課
額
と
な
る
。

こ
の
う
ち
所
得
割
額
の
算
定
に
は
、

次
の
三
つ
の
方
式
に
よ
っ
て
い
る
。　

一

般
に

「旧
た
だ
し
書
方
式
」
は
町
村
部

に
、
「本
文
方
式
」
は
中
小
都
市
に

「所

得
割
方
式
」
は
大
都
市
に
適
し
た
制
度

と
さ
れ
る
が
、

問
題
が
、

今
回
の
よ
う

に
生
じ
た
こ
と
も
あ
り
来
年
度
か
ら
公

平
化
に
向
け
て
検
討
が
行
わ
れ
よ
う
と

し
て
い
る
。一

今
回
の
国
保
税

（料
）
の
う
ち
、

旧

た
だ
し
書
方
式
の
市
町
村
居
住
者
に
影

響
が
多

い
と
い
う
の
は
、

昭
和
３６
年
度

か
ら
３８
年
度
ま
で
の
間
、

当
時
の
地
方

税
法
第
朋
条
第
４
項
、

た
だ
し
書
き
の

課
税
総
所
得
金
額
に
よ
っ
て
算
定
さ

れ
、

基
礎
控
除
の
み
控
除
す
る
た
め
、

公
的
年
金
か
雑
所
得
に
な

っ
た
た
め
老

年
者
控
除
が
適
用
さ
れ
な
く
な
る
の

で
、

負
担
が
増
加
す
る
場
合
が
生
じ
る

の
で
あ
る
。

そ
れ
と
、

こ
の

「旧
た
だ
し
書
方
式
」

を
原
則
的
に
適
用
し
て
い
る
自
治
体
の

多
い
わ
け
は
、　

一
般
に
低
所
得
者
が
多

●
当
会
役
員
の
プ

ロ
フ
ィ
ル

（横
顔
）

紹
介

―
―

代
表
幹
事

（新
任
）
児
工
欣

一
郎

大
正
７
年
、

東
京
生
れ
と
も
な
れ
ば
、

戦
前
、

戦
後
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
に
遭
遇
す
る
。

関
東
大

震
災
は
五
オ
で
鮮
明
に
覚
え
て
い
る
。

青
少
年

時
代
は
、満

洲
、

支
那
事
変
の
中
、

軍
事
教
練
に

明
け
暮
れ
、敗

戦
ま
で
内
地
、外

地
の
国
策
会
社

を
渡
り
歩
き
、

こ
の
間
召
集
三
回
、最

後
の
は
中

国
青
島
で
八
月
十
五
日
終
戦
日
　
真
珠
湾
攻
撃

は
、野

栽
重
砲
の
兵
舎
の
中
で
初
年
兵
で
知
る
。

敗
戦
引
揚
後
九
ヶ
月
間
、

進
駐
軍
の
Ｄ
Ｄ
Ｔ

撒
布
人
夫
、

製
炭
、

開
墾
に
栄
養
不
足
の
中
、

汗
を
流
す
。

そ
の
後
五
年
間
静
岡
県
で
高
校
教
員
、

農
業

改
良
普
及
貝
を
経
て
神
奈
川
県
で
は
、

農
政

建
築
部
で
技
術
吏
員
勤
務
、

地
方
公
務
員
生
活

合
計
３０
年
の
幕
を
５．
年
度
に
閉
じ
る
。

退
職
後
は
、

八
年
間
民
間
大
企
業
グ
ル
ー
プ

い
と
さ
れ
る
国
民
健
康
保
険
の
被
保
険

者
に
対
し
て
、

他
の
方
式
を
採
用
し
た

場
合
に
比
し
、

課
税
対
象
者
が
多
く
得

ら
れ
る
と
い
う
効
果
を
と

っ
た
も
の
と

い
え
る
。

ち
な
み
に
、

九
山
氏
投
書
の
よ
う
に

国
保
税
が
三
〇
数
％
上
る
例
や
、

６５
才

以
上
の
単
身
Ｍ
氏
の
場
合
は
、

公
的
年

金
二

一
七
万
円
で
６３
年
減
税
額
九
五
〇

六
円
、

６４
年
国
保
税
増
額

一
一
九
〇
〇

円
、

差
引
、

持
出
し
額
二
四
〇
〇
円
と

い
う
報
告
な
ど
各
人
が
客
様
で
差
が
あ

る
よ
う
で
あ
る
。

（文
責
児
玉
）

で
表
裏
の
生
活
体
験
、

生
産
四
回
目
の
大
病
で

退
職
。

労
働
運
動
の
縁
と
い
え
ば
、

２２
年
の
二
　
一

ゼ
ネ
ス
ト
で
は
学
校
分
会
長
と
し
て
父
兄
の
間

に
立
っ
て
苦
労
す
る
。

昭
和
３０
年
代
の
新
安
保

条
約
闘
争
当
時
は
県
職
中
執
で
よ
く
国
会
周
辺

を
駆
け
歩
く
。

特
技
な
ど
な
い
が
、
日
新
し
い
こ
と
を
考
え

る
ク
セ
が
あ
る
。
こ
の
せ
い
か
、

新
制
第

一
回

５０
年
度
神
奈
川
県
職
員
提
案
で

「
四
ツ
色
の
提

案
」
に
よ
っ
て
、

第

一
位
特
別
賞
を
、

ま
た
、

通
産
省
関
係
、

働
ク
リ
ー
ン
　
シ
ャ
バ
ン
　
セ

ン
タ
ー
、

懸
賀
論
文
、

５３
年
度
、

全
国
コ
ン
ク
ー

ル
で

「廃
菜
物
の
リ
サ
イ
ク
ル
の
推
進
に
関
す

る
仕
組
、

政
策
に
つ
い
て
の
具
体
策
」
で
第
二

位
に
入
賞
し
た
こ
と
あ
り
。

こ
だ
ま
会
で
も
新
し
い
発
想
を
も
っ
て
取
り

組
み
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
Ｋ
）


